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人 房総 の 里山 水 そう と 生物 多様 性 サテ ライ ト 
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鴨川 シー ワー ルド の 保全 活動 の 今 
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鴨川 シー ワー ルド で は 、 千 葉 県 と 連携 し て 県 内 に 
生息 する 希少 生物 の シャ ー プ ゲン ゴロ ウ モ ドキ や ミ 
ヤ コ タ ナ ゴ 、 ホ ト ケ ド ジョ ウ 、 ア カハラ イモ リ 、 ニ ホン 
イシ ガメ の 生息 域外 保全 に 取り 組ん で いま す 。 飼育 
を 通じ て 繁殖 技術 の 向上 や 調査 研究 を お こない 、 展 
示 だ け で な く レ クチ ャ ー な どの 教育 普及 活動 も お こ 
な っ て いま す 。 

今回 は 、 希 少な 野生 生物 の [生息 域外 保全 ] に つい 
て 、 鴨 川 シ ー ワ ー ル ド の 活動 を ご 紹介 いた し ます 。 


カテ ゴリ ー 基準 対象 種 
5 我が国 で は すでに 絶滅 し た ニホン オオ カミ 
絶 浅 (EX) | し あえ られ る 疾 ニー ホン カワ ウソ な ど 


飼育 ・ 栽 培 下 、 あ る い は 自然 分 布 域 
の 明らか に 外側 で 野生 化し た 状態 | クニ マス 
の み 存 続 し て いる 種 


野生 絶滅 
(EW) 


トキ 
シャ ー プ ゲン ゴロ ウ モ ドキ 
Sv コク ち / 三 1 49 ら 


絶滅 危 恨 | ご く 近い 将来 に お ける 野生 で の 
IA 類 (CR)※| 絶滅 の 危険 性 が 極め て 高い も の 


IA 類 ほ ど で は な い が 、 近 い 将 来 に | アカ ウミ ガメ 


2 お ける 野生 で の 絶滅 の 危険 性 が | ニホン ウナ ギ 
赤い も の ホ ト ケ ド ジョ ウ な ど 

アオ ウミ ガメ 

Ne 絶滅 の 危険 が 増大 し て いる 種 | トウ キョ ウサ ン シ ョ ウ ウオ 
ミナ ミ メ タダ カ 、 ギ リ チ 6 ど 

基点 で の 絶 江 際 度 は 小さ い が 、| ニホン イシ ガメ 

冬 = 、 2 
請福 (NT) | 生 条 件 の 変化 に よっ て は [ 洲 | アカ ハラ イモ リ 


危 恨 」 に 移行 する 可能 性 の ある 種 | ドジ ョ ウ な ど 


情報 不足 | 評価 する だ け の 情報 が 


(DD) | 不足 し て いる 狂 Me 


Me 地域 的 に 孤立 し て いる 個体 詳 で 、| 房総 半島 の 
間 人 | 和 汰 の お それ が 高い も の ホン ド ザ ル な ど 


※ 絶 滅 の お それ の ある 種 ( 絶 減 危 種 
人 表 : 環 境 省 レッ ドリ スト 2020 
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絶滅 危 恨 種 と は ? 


ー つ の 種 が 、 完 全 に この 地球 上 か らい な く な る ご 
と を 「 絶 滅 ] と いい 、 そ の 危機 に ある 生き 物 の こと 
を | 絶滅 危 恨 種 ] と いい ます 。 国際 自然 保護 連合 
(IUCN) や 環境 省 な ど は 、 そ の よう な 絶 減 の お それ 
の ある 種 を 絶滅 の 危険 度 に よっ て 分 類 し 、 レ ッ ド リ 
スト や レッ ド デ ー タ ブッ ク と いう 名 称 で 公表 し て いま 
す 。 ( 表 参 照 ) 


生息 域外 保全 と は ? 


絶滅 危 恨 種 を 守る た め 、 生 き 物 を 生息 場所 か ら 安 
全 な 施設 へ 移し て 保護 し 、 数 を 増やす こと に より 絶 
滅 を 回 避 す る こと を 「 生 息 域 外 保全 ] と いい ます 。 
一 方 、 生 息 域 の 自然 環境 を 維持 し な が ら 、 生 人 息 場所 
と と 生き 物 を 守る こと を 「 生 息 域内 保全 ] と いい 、 そ 
れ ぞ れ の 方 法 で 連携 協力 し て いく こと が 重要 で す 。 

水族 館 や 動物 園 の 役割 の ひと つ で ある 「 種 の 保 
存 」 は 、 生 き 物 を 絶 減 さ せな いよ うに 守る こと で す 。 
水族 館 や 動物 園 に は 、 飼 育 、 増 列 を は か る た め に は 
欠か せな い 飼 育 施設 や 専門 的 な 知識 と 技術 を も っ た 
職員 が いる の で 、 積極 的 に 「 生 息 域 外 保全 」 に 協力 す 
る こと が で きま す 。 


房総 の 里山 一 生物 多様 性 の 保全 一 
2014 年 4 月 、 エ コア クア ロー ム 内 に 「 生 物 多 様 


性 コー ナー」 と 、 千 葉 県 生物 多様 性 セン ター と 連携 
し た 「 生 物 多 様 性 サテ ライ ト 」 を 設置 し まし た 。 千葉 


県 内 に 生息 する 希少 生物 を 展示 し 、 そ の 生き 物 た ち 
の 置か れ て いる 現状 を 知っ て いた だ く と と も に 、 
地域 の 生物 多様 性 の 大 切 さ を 広く 伝え て いま す 。 
2018 年 の エコ アク アロ ー ム リニュ ー ア ル に あわ せ 、 
新た に 絶滅 危 恨 種 に 指定 され た ホ ト ケ ド ジョ ウ と 準 
絶滅 危 恨 種 の アカ ハラ イモ リ の 水 そ う を 追加 し て 、 
現在 で は 5 種類 の 希少 生物 を 「 房 総 の 里山 一 生物 多 
様 性 の 保全 一 ] と し て 紹介 し て いま す 。 


各種 の 保全 活動 


シャ ー プ ゲン ゴロ ウ モ ドキ 

シャ ー プ ゲン ゴロ ウ モ ドキ は 、 体 長 3cm ほ ど に な 
る 大 型 の ゲン ゴロ ウ の 仲間 で す 。 以前 か ら 保護 され 
て きま し た が 、 関 東 地方 で は 現在 で も 千葉 県 の 一 部 
で し か 生息 が 確認 され て いな いう え 生 上 息 数 も わずか 
で 、 国 内 希少 野生 動植物 種 に も 指定 され て いま す 。 
2010 年 2 月 に 千葉 シャ ー プ ゲン ゴロ ウ モ ドキ 保全 
研究 会 より 6 個体 (雌雄 各 3 個 体 ) を 譲り 受け て 活動 
を 開始 し まし た が 、 安 定 し て 結果 を 出せ る まで に は 5 
年 ほど を 要 し 、 こ れ ま で に 成虫 約 1.400 個 体 を 育成 
し まし た 。 その 間 に 千 葉 県 が 本 来 の 生息 地 に 設け た 
保全 地 の 整 備 を 進め た こと で 、2019 年 に は 4 月 14 
日 に 35 個 体 、5 月 10 日 に 25 個 体 、5 月 25 日 に 90 
個体 の 鴨川 シー ワー ルド で 生ま れ た 幼虫 を 、 千 葉 
シャ ー プ ゲン ゴロ ウ モ ドキ 保全 研究 会 で 繁殖 させ た 
90 個体 と あわ せ て 再 導 入 す る こと が で きま し た 。 そ 
の 後 の 調査 で は 、 わ ず か な が ら で は あり ます が 、 定 
着 し た 個体 も 確認 され て いま す 。 
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て 


人 シャ ー プ ゲン ゴロ ウ モ ドキ の 幼虫 (1 日 齢 ) 


人 再発 見 され た シャ ー プ ゲン ゴロ ウ モ ドキ 


ミヤ コタ ナ ゴ 

ミヤ コタ ナ ゴ は 体長 6cm ほ どの タナ ゴ の 仲間 で す 。 
湧 水 を 水源 と する 小川 や 水 の き れい な 用 水路 に 生息 
し て お り 、 二 枚 由 に 産卵 し ます 。 か つて は 関東 全域 に 
生息 し て いま し た が 、 生 人 息 地 の 悪化 や 消失 に より 、 現 
在 で は 千葉 県 と 栃木 県 の 一 部 で し か 生息 が 確認 され 
て いま せん 。 1974 年 に 国 の 天然 記念 物 に 指定 さ 
れ 、 国 内 希少 野生 動植物 種 に も 指定 され て いま す 。 
2013 年 12 月 に 、 い すみ 環境 と 文化 の さと セン ター 
か ら 夷 隅 川 水系 の 40 個 体 (雌雄 各 20 個 体 ) を 譲り 受 
け て 飼育 を 開始 し 、 こ れ ま で 約 3.100 個 体 が 繁殖 し て 
いま す 。 卵 を 産み つけ る 上 内 (産卵 母 具 ) で ある 二 枚 上 
類 の 飼育 と 繁殖 が 難し く 、2015 年 か の ら は 人 工 授精 で 
の 繁殖 に 取り 組み 、 現 在 で は 人 工 授精 の み で 繁殖 が 
可能 と な っ て いま す が 、 再 導入 に は 二枚貝 類 を 維持 
で きる 水路 と 水田 耕作 地 の 管 理 も 必要 で 、 大 き な 課 
題 と な つっ て いま す 。 


Ne 


ム ミヤ コタ ナ ゴ 


人 人 工 授精 で ふ化 し た 仔魚 (5 日 齢 ) 


ホ ト ケ ド ジョ ウ 

ホ ト ケ ド ジョ ウ は 、 本 州 お よび 四国 東部 の 水田 や 
流れ の ゆる や か な 河川 に 生息 する 体長 6cm ほ ど に 
な る ドジ ョ ウ の 仲間 で す 。 護岸 工事 な ど に よる 生息 
地 の 環 境 変化 に と も な っ て 生息 数 が 激減 し て いま 
す 。 2018 年 か ら 本 格 的 な 保全 活動 を 開始 し 、2 年 
目 を むか えた 2020 年 5 月 31 日 に 、 は じ め て 展示 水 
そう で ふ化 し た 5mm ほ どの 稚魚 を 確認 し まし た 。 
当面 は 安定 し た 繁殖 を 目指 し ます 。 


^ ホ ト ケ ド ジョ ウ 


ム ホ ト ケ ド ジョ ウ の 幼 魚 
アカ ハラ イモ リ 
アカ ハラ イモ リ は 、 本 州 、 四 国 、 九 州 の 水田 や 川 の 
よど みな ど に 生息 する イモ リ と し て は 唯一 の 種 で す 。 
体長 は 10cm ほ ど で 、 腹 側 の 赤地 に 黒 の 斑点 模様 が 
特 ち た う で す 。 千葉 県 で は 全域 に 生息 し て いま し た 
が 、 現 在 で は 県 北部 の 地域 で は ほとん ど 姿 が 見 られ 
な く な っ て いま す 。 ホ ト ケ ド ジョ ウ と 同じ 2018 年 か ら 
本 格 的 な 保全 活動 を 開始 し 、 産 卵 は 数 回 確認 され て 
いま す が 育 成 が 課題 で す 。 


全 


アカ ハラ イモ リ 
ニホン イシ ガメ 

ニホン イシ ガメ は 、 関 東 か ら 九州 に か け て の 河川 
や 沼 に 生息 する 淡水 ガメ で す 。 20 年 ほど 前 まで は 
日 本 各地 に 多く 生息 し て いま し た が 、 生 息 環 境 の 悪 
化 の ほか 、 外 来生 物 で ある アラ イグ マ に よる 食害 被 
害 や クサ ガメ と の 交雑 な ど に より 急激 に 生息 数 が 減 
少し て いま す 。 2014 年 10 月 か ら 千 葉 県 ニホン イシ 
ガメ 保全 対策 協議 会 と 調査 を お こない 、9 個 体 ( オ 
ス 6、 メ ス 3) を 受入 れ て いま す 。 これ まで の 繁殖 は 
2017 年 10 月 の 5 個体 で 、 飼 育 下 で も 繁殖 に 適し た 
飼育 環境 の 整備 が 大 事 で ある こと が 分 か っ て きま し 
た 。 そこ で 2021 年 に 鴨川 シー ワー ルド ホテ ル の 敷 
地内 に 大 型 の 繁殖 水 そ う を 設置 し て さら な る 繁殖 を 
目指 し て いま す 。 


人 ニホン イ シン ガメ の 緊 殖 水 そう 

1975 年 以前 は 、 1 年 間 に 絶 減 する 種 数 は 1 種 以 
下 で し た が 、 現 在 は 1 年 間 に 4 万 種 も の 生き 物 が 絶 
減 し て いる と いわ れ て ま 、 水 族 館 が 生息 域外 保全 に 
果たす 役割 は ます ます 大 きく な る と 予想 され ます 。 
輸 川 シー ワー ルド は これ か ら も 、 生 物 保全 活動 に カ 
を 入れ て いく と と も に 、 そ の 大 切 さ を 、 展 示 と 教育 普 
及 活動 を 通じ て 常に 皆様 に お 伝え し て いき ます 。 


* 出 典 : 環 境 省 ホ ー ム ペー ジ 
https://www.enV.gO.jp/nature/yasei/ex-situ/step0.html 


開 発 展示 課 応 藤 純 康 
Yoshimichi Saito 
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2021 年 7 月 22 日 と 28 日 に 、 鴨 川 シ ー ワ ー ル 
ド で は 初め て の ベル ー ガ の 赤ちゃん が 生ま れ ま 
し た 。 ベル ー ガ パフ ォ ー マ ンス で は 紹介 し まし た 
が 、「 さ か また 」 で も 今回 の 繁殖 に つい て 紹介 を 
し ます 。 

母親 と な っ た の は 2016 年 に 搬入 し た 「 ビ ー ツ 」 
(推定 13 歳 ) と 「 ニ ー ナ 」 ( 同 15 歳 ) の 2 頭 で 、 父 親 
は 「 ナ ッ ク 」( 同 36 歳 ) で す 。 最初 の 「 ニ ー ナ 」 の 出 
産 こ そ ほ ぼ 順 調 だ っ た 以外 は 心配 と 苦労 ば か り 
で し た 。 


「 ニ ー ナ 」 の 育児 は 順調 に 始ま っ た よう に 見 えま 
し た が 、 呈 乳 量 が 足り て いな か っ た の か 赤ちゃん 
の 体型 は や せ た ま まで 、 次 第 に 泳ぎ に 力 が 感じ ら 
れ な く な っ て き て し まい まし た 。 そこ で 生後 2 日 目 


人 分 殊 中 の ニー ナ 
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に 親子 を ロッ キー ワー ルド の 「 イ ルカ の 海 ] に 移動 
し て 路 育 の 補助 を お こ な う こと に な り ま し た 。 


デ * 
ge 
や の 


全 | イル カ の 海 」 


EE 

生ま れ て すぐ の 新生 児 を 移動 する こと に は 大 き 
な 不安 も あり まし た が 、 こ と の まま で は 命 の 危険 が 
ある こと は 明らか で ほか に 選択 肢 は あり ませ ん 
で し た 。 移動 か ら 3 日 ほど で 授乳 は 安定 し 始め た 
も の の 、 全 く 新 し い 環 境 で の 子育て と な っ た 母親 
「 ニ ー ナ 」 は 食欲 ・ 体 調 と も 本 来 で は な い 状 態 が 続 
いて いま し た 。 そん な 中 で 今度 は 「 ビ ー ツ 」 が 出産 
を むか えま し た 。 


本 mm ふさ 


2 いす / Zn LUI 
as ど 。 ソノ プロ 作 


「 ニ ー ナ 」 の 出産 か ら 5 日 後 の 2021 年 7 月 27 日 
18:25、 観 察 中 の 係 具 が 破水 を 確認 し 、「 ビ ー ツ 」 
の 分 既 が 始ま り ま し た 。 と ころ が 胎児 の 体 は いつ 


ム 出産 直後 の ニー ナ 親 子 (2021.7.22 撮影 ) 


まで た っ て も 現れ ませ ん 。 何ら か の 異常 が 発生 し 
て いる と 判断 し 、 ブ ー ル の 水位 を 下げ て 分 學 を 進 
行 さ せる た め の 注 射 を 打つ こと に な り ま し た 。 そし 
て 、 破 水 か が ら 9 時 間 が 経 と うと し て いた 7 月 28 日 
の 午前 3 時 過ぎ 、 手 早く 注射 を 打ち ブー ル の 水位 
を 上 げ て いる 最 中 に 観察 者 が 胎児 の 頭 が 見 え 始 
め て いる こと に 気づき まし た 。 「 ビ ー ツ 」 の 出産 は 
陣痛 が 弱かっ た こと に 加え 、 胎 児 が イル カ 類 に 
と っ て “逆子 "の 状態 で 起き さて いた の で し た 。 難産 の 
うえ に 皿 急 の 処置 まで お こ な っ た た め 、 胎 児 の 生 
存 よ り も 母体 へ の 影響 が な いこ と を 願う よう な 状 
況 で し た が 、 産 み 落 と され た 赤ちゃん は すぐ に 水 
面 ヘ 上 が っ て 呼吸 を し 、 ぎ こち な いな が ら も し っ 
か り と 泳ぎ 、 苦 労 の 未 に 母親 と な っ た 「 ビ ー ツ ]」 は 
すぐ に 赤ちゃん に 寄り 添い まし た 。 


どう に か 2 頭 の ベル ー ガ が 誕生 し た も の の 
「 ビ ー ツ 」 の 赤ちゃん は 6 日 後 の 8 月 3 日 、 急 に 元 
気 を 失い 、 授 乳 ど ころ か 母親 と 泳ぐ こと さえ まま な 
ら な く な っ て し まい まし た 。 3 度目 の 緊急 落水 で 親 
子 を 移動 し て 治療 を 開始 し まし た が 、 母 親 と 同じ 
プール で 連日 処置 を 続け る こと は 難し いた め 、 魚 
類 飼 育 用 の 予備 水 そ うに 赤ちゃん を 単独 収容 し 、 


完全 な 人 工 保育 に 切り 替え て 集中 的 な 治療 が 開 
始 さ れ ま し た 。 


人 分 姓 中 の ビー ツ 


ーー 


人 人 工 中 馳 

「 ビ ー ツ 」 の 赤ちゃん の 状態 は 深刻 で 、 自 力 で は 
泳げ な い ほ ど に 悪化 し た た め 、 湧 れ な いよ うに 補 
助 具 で 体 を 浮か が せな けれ ば な り ま せん で し た 。 急 
変 に 備え て 係員 が 交代 で 24 時 間 付 き 添 いな が 
ら 、 人 エミ ルク の 哨 乳 を 3 時 間 お き に お こ な う 日 々 


が 続き まし た が 、 赤 ちゃ ん の 生命 力 の 強 さ は 驚く 
ほど で 、 体 は 毎日 の 治療 に し つか り と 反応 し 、 検 査 
の 値 に も 少し ずつ 改善 が 見 られ る よう に な り 、 体 
重 も 増加 し て いき まし た 。 そし て つい に 、 補 助 具 に 
乗っ た まま で は ある も の の 、 自 ら 尾 ビレ を 動か し て 
泳ぎ 始め て くれ た の で す 。 ここ か ら 路 乳 の 合間 に 
自力 遊泳 に お けた リハ ビリ を 少し ずつ 開始 し 、 約 
2 カ月 で 補助 具 な し で 生活 で きる まで に 回 復 し た 
の で す 。 大 き な 前 進 で し た が そん な 矢先 の 10 月 
23 日 、 感 染 症 が 原因 の 病気 で 「 ビ ー ツ 」 が 急死 し 、 
赤ちゃん を 母親 の 元 に 戻す こと が か な わな く な っ 
て し まい まし た 。 数 カ月 と は いえ 生ま れ て か ら の ほ 
と ん ど を 人 間 と し か 接し た こと の な いこ の 赤 ち ゃ 
ん を 、 ベ ルー ガ と し て 群 に 受け 入れ て も ら う と いう 
新た な 課題 を 抱え る こと に な っ た の で す 。 


路 育 の 方 法 に 違い は ある も の の 2 頭 の 赤ちゃん 
は 安定 し た 成長 を 続け て いた こと か ら 、 生 後 6 カ 
月 目 の 2022 年 1 月 に それ ぞ れ 「 リ ー ナ 」、「 ヴ ィ 
ズ 」 と 命名 し まし た 。 「 リ ー ナ 」 は この 頃 ま で に 父 
親 「 ナ ッ ク 」 を 含め た すべ て の 個体 と の 同居 を 終 
え 、 翌 2 月 に いよ いよ 「 ヴ ィ ズ 」 を マリ ン シ ア ター に 
戻す こと に な り ま し た 。 


人 出産 直後 の ビー ツ 親 子 (2021.7.29 撮影) 


人 マリ ン シ ア ター で の 同居 (「 リー ナ 」) 


同い年 の 「 リ ー ナ 」 と 、「 リ ー ナ 」 の 面倒 を よく 
見 て くれ る 「 ミ リー」( メ ス )3 頭 の 組み 合わ せ が 落 
ち 着 く よ う で 、 最 初 は 1 頭 で い る こと が 多かっ た 
「 ヴ ィ ズ 」 も 、 最 近 は 「 リ ー ナ 」 と 一 緒 に 泳ぐ 時 間 が 
増え て き て いま す 。 この 子供 同士 の つなが り を 土 
台 に し て 群 の 一 員 と し て 受け 入れ て も ら え る 日 が 
早く 来る こと を 願う 毎日 で す 。 皆様 も 今後 の 成長 
を 楽し み に し て いて くだ さい 。 


海獣 展 ホ 一 課 鈴木 みさ き 
Misaki Suzuki 


MO0LA MO0LA 


エト ピリ カ の 若 伺 


昨年 の 8 月 11 日 に ふ化 し た エト ピリ カ は 、 10 月 の 巣立ち か ら 
約 7 力 月 が 経過 し まし た 。 巣立っ た 直後 は 泳ぎ 方 が わか ら ず 、 糞 
を 慌ただしく 羽 ば た か せ て 必死 に 水面 を 進ん で いま し た が 、 
徐々 に 上 達し 、 現 在 で は 水中 を 飛ぶ よう に 泳ぎ 回 る 姿 を 見 せ て 
くれ ます 。 食欲 は 星 盛 で シシ ャ モ や カタ クチ イワ シ な ど を 一 日 に 
200g 程 食べ て いま す 。 エト ピリ カ と いえ ば 夏 羽 と 呼ば れる 頭 
の 英 色 い 和 飾り 羽 と 目 の 周り の 白い 羽毛 が 特 ちょ う で 、 成 鳥 は 夏 
羽 が 生え そろ っ て さき て いま す が 、 若 鳥 が 夏 午 を まとう の は 1 年 先 
で す 。 黒い 羽毛 の エト ピリ カ が いた ら そ れ が 若 鳥 で す 。 ぜひ 探 
し て みて くだ さい 。 


海獣 展示 三 課 山田 裕介 
Yusuke Yamada 


モラ モラ 


特別 展示 「2022 寅 年 の 生き 物 こ 海 の 寅 ( ト ラ ) た ち ^」 開 催 


正月 恒例 の 干支 に ちな ん だ 特別 展示 、「2022 年 寅 年 の 生 
き 物 ~- 海 の 寅 ( ト ラ ) た ち 」 を 開催 し まし た 。 今年 の 干支 、「 寅 ( ト 
ラ )」 と 関連 の ある 生き 物 と し て 紹介 し た の は 、 和 名 に 「 ト ラ ] 
の は いっ た 体 の 縮 模 様 が トラ 柄 を し た トラ ザ メ 、 ハ サミ 脚 が ト 
ラフ 模様 を し て いる カニ の 仲間 の トラ フカ ラッ バ 、 漢 字 「 魚 虎 」 
と 書く 、 頭 の 模様 が トラ 柄 の ハリ セン ボン 、 そ し て 姿 が トラ に 
見 える こと か ら 「 上 鬼 虎 魚 ] と 書く オニ オコゼ の 4 種 15 点 で す 。 
な ぜ 「 ト ラ 」 に ちな ん だ 名 前 が つけ られ た の か 、 そ の 由来 を 楽 
し みな が ら 、 じ っ くり と 観察 され る お 客 様 が 多く 見 られ まし た 。 


開発 展示 課 森 一 行 
Kazuyuki Mori 


世界 最大 級 ! セイウチ の 全身 骨格 標本 公開 


202 1 年 12 月 より ロッ キー ワー ルド の 地下 で セイ ウチ の 全 
身 骨 格 標本 の 展示 を 開始 し まし た 。 この 骨格 標本 は 当館 で 
36 年 間 飼育 され た オス の セイ ウチ 「 タ ッ ク 」 で す 。 日 本 初 の 
飼育 下 繁殖 を 成功 させ 、 堂 々 と し た 風貌 で 多く の 来館 者 に 愛 
され た 「 タ ッ ク 」 の 姿 を 再現 で きる よう 、 組 み 立 て に あたっ て は 
国立 科学 博物 館 の 甲 能 直樹 博士 に 細部 まで 監修 し て いた だ 
き 、 他 の 骨 と は 連結 し な い 舌 骨 や 了 茎 骨 ま で 、 全 て の 骨 が そ 
ろ っ た 世界 最大 級 の 標本 が 完成 し まし た 。 いち ば ん の 見 どこ 
ろ は セイ ウチ 最大 の 特 ち た よう で ある 上 あご か ら 伸 びる 太い 犬 
歯 で 、 そ の 長 さ は 90cm を 超え ます 。 メガ マウ ス ザ メ 、 シ ャ チ 
と 並ん だ 迫力 の ある 標本 を ぜひ ご 覧 くだ さい 。 


海獣 展示 三 課 猫 貴也 
Takaya Nao 


カマ イル カ の 群れ 


鴨川 シー ワー ルド で は これ まで 、 バ ンド ウイ ルカ と カマ イル 
カ を 同じ ブー ル で 飼育 し て きま し た が 、 今 年 の 2 月 か ら バ ンド 
ウイ ルカ を サー フス タ ジ ア ム 、 カ マイ ルカ を ロッ キー ワー ルド 
「 イ ルカ の 海 」] に 分 け 、 そ れ ぞ れ 1 種 の み で の 飼育 へ と 変更 し 
て いま す 。 イル カ パ フ ォ ー マ ンス で カマ イル カ の キレ の ある 動 
作 を ご 覧 いた だ く こ と と が で きま せん が 、|「 イ ルカ の 海 」 で は 3 
歳 か ら 推 定 42 歳 まで の 、9 頭 の カマ イル カ の 群れ が 2 つの 
ブール で 生活 する 様子 が ご 覧 いた だ け ま す 。 カマ イル カ の 群 
れ 行動 を 研究 する 上 で も 貴重 な 機会 な の で 、 日 々 行動 観察 を 
続け て いま す 。 


海獣 展示 二 課 吉田 千夏 
Chinatsu Yoshida 
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ギン ザ メ は 、 日 本 周辺 の や や 深い 海 に 広く 
分 布 する 体長 1m ほ ど に な る サメ や エイ と 同 
じ 軟 骨 魚 類 の 一 種 で 、 銀 色 の 体 と 大 き な 目 、 
大 き な 胸 ビレ と 背 ビ レ に ある 毒 針 ( 隷 ) が 特 
ちょ う で す 。 ( 

他 の 水族 館 で も 飼育 に チャ レン ジ し て い 
ます が 良い 状態 で の 展示 例 は な く 、 長 期 飼 
育 に 成功 し て いま せん 。 鴨川 沖の 定置 網 で 
は 周年 ギン ザ メ が 捕獲 され 、 当 館 で も 飼育 
展示 を 試み て きま し た が 、 ほ と ん ど が 数 日 程 
度 し か 飼育 で きず 、2006 年 1 月 に 際 川 沖 
の 定置 網 で 採集 し た 個体 を 315 日 間 飼育 し 
た の が 唯一 の 記録 で し た 。 その 後 も 幾度 と 
な く チ ャ レン ジ し まし た が 、 状 態 が 良さ そう 
に 見 えた 個体 で も 水 そう に 収容 する と うま く 
泳ぐ と と すら で き な く な る こと と も あり 、 餌 を 
食べ ざる まで に 至 つ で ませ ん で し た 。 

し か し 2019 年 2 月 に 捕獲 され た 体長 約 
70cm の メス の 個体 は 、 水 そう に 収容 し た あ 
と も 岩 な ど に ぶつ か る こと と な くし っ か り と 泳 
ぎ 、 翌 日 試し に 与え て みた 魚の 切り 身 を 何事 
も な いよ うに 食べ まし た 。 ギン ザ メ に 限ら ず 
搬入 され た ば か り の 生き 物 は 、 エ サ に 驚い 


A エサ を 食べ る ギン ザ メ 


て 逃げ る が 見 向き も し な い の が 普通 で す 。 
さら に 搬入 し て か ら 8 日 後 、 今 度 は な ん と 卵 
を 産ん だ の で す 。 産卵 は 7 回 も 確認 され まし 
た が 、 残 念 な が らい ずれ の 回 も 卵 は 発生 し ま 
せん で し た 。 この 個体 は 315 日 の 飼育 記録 
に は お よび ませ ん で し た が 、170 日 間 の 貴 
重 な 飼育 記録 を 残し て くれ まし た 。 

飼育 に 成功 し た (と 書か のせ て くだ さい ) 理 
由 は 定か で な く 、 こ の 2 個体 は 偶然 が 重なっ 
た 奇跡 の 2 体 な の か も し れ ま せん 。 ギン ザ メ 
は 現在 で も 鴨川 沖の 定置 網 で 捕獲 され て い 
ます 。 搬入 され る た びに 長期 飼育 成功 へ の 
私 の フロ ンティア スピ リッ ト と 、 ま だ 手 が か 
りさ えつ か め て いな い 事 へ の 反省 の 気持 ち 
が 呼び 覚まさ れ ます 。 


魚類 展示 課 吉村 智 範 
Tomonori Yoshimura 


正 生 ③x キ ぐ 北 
や 受 本 ③ 淫 王 


人 回 収 し た 卵 
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KamogaWa 
Sea World 


NEWS 


鴨川 シー ワー ルド ニュ ー ス 
2021/11/1> 2022/4/30 


動物 友の会 月 例会 


テー マ : 鴨 川 シ ー ワ ー ル ド の 仲間 た ち 


実施 日 タイ トル 出席 者 数 
2021 年 度 11/20、27 鯖 脚 類 ( ア シカ ・ ア ザラ シ の 仲間 ) 44 名 


館内 催事 


・ 鴨 川 シ ー ワ ー ル ドイ ルミ ネー ショ ン (12/1 ~ 1711) 


171~ こ 31 笑う アシ カ と 初 括 い コ ン テ ス ト 2022 


2/13 輸 川 市 民 DAY 2022 


・ 鴨 川 市 民 入館 料 無料 


・ 特 別 レク チャ ー「 了 鴨川 シー ワー ルド の あゆ み 」 


11/21 家族 の 日 特別 レク チャ ー「 シ ャ チ フ ァ ミ リー の 子育て 」 開 催 (60 名 ) 


12/12、19、26、1/9 特別 レク チャ ー「 セ イ ウ チ の 飼育 」 


お よび 全身 骨格 標本 観察 会 開催 4 回 実施 (248 名 ) 


特別 レク チャ ー 
「 セ イ ウ チ の 飼育 ] お よび 
全身 骨格 標本 観察 会 


12/11、18 節 足 動物 (エビ . カ ニ ・ ヤ ドカ リ の 仲間 ) 25 名 


2/13 鴨川 市 民 DAY 2022 


1/22、29 鯨 類 ( シ ャ チ ・ イ ルカ ・ ベ ルー ガ ) 32 名 


・ 勝 俣 浩 館長 に よる 「 鴨 川 シ ー ワ ー ル ド の あゆ み 」 特 別 レ クチ ャ ー(30 名 参加 ) 


2/19、26 鯨 類 ( シ ャ チ ・ イ ルカ ・ ベ ルー ガ ) (2 回 目 ) 40 名 


4/17、19 日 本 動物 園 水族 館 協 会 「 飼 育 の 日 」 協 賛 行事 


3/12、19 鴨川 シー ワー ルド の あゆ み 25 名 


特別 レク チャ ー「 イ ルカ の 飼育 に つい て 」 2 回 実施 (110 名 ) 


2022 年 度 4/16、23 刺 胞 動物 (サン ゴ - ク ラ ゲ の 仲間 ) 43 名 


4/18、19、21 ~ 24 文部 科学 省 第 63 回 科学 技術 週間 協賛 行事 


特別 レク チャ ー「 ウ ミ ガ メ が うま れ た !」 6 回 実施 (348 名 ) 


動物 友の会 


12 月 例会 
「 節 足 動物 


1173 計量 記念 日 海 の 動物 公開 体重 測定 
11/21 家族 の 日 イベ ント 


「60MI ZERO0 運 動 
< チー バ く ん と 一 緒 に 海岸 清掃 <」(38 名 ) 
・ 家 族 の 日 特別 レク チャ ー「 シ ャ チ フ ァ ミ リー の 子育て 」 
1273 世界 最大 級 の セイ ウチ 全身 骨格 標本 公開 
12/4 ~ 25 


2021 ク リス マス イベ ント 


・ シ ャ チ ス ペ ベ シ ャ ル パ フ ォ ー マ ンス ( 土 、 日 、 12/24) 


・ 鴨 川 少年 少女 合唱 団 Xmas ミ ニコ ン サ ー ト (12/25) 


輸 川 少年 少女 合唱 団 
Xmas ミニ コン サー ト 


11/25 日 本 動物 園 水族 館 協 会 第 47 回 海獣 技術 者 研究 会 

「 出 産 に 向け た ベル ー ガ の 超 音波 診断 へ の 馴 致 ト レー ニン グ 」 

発表 者 : 古 賀 マ ネー ジャ ー 
11730 日 本 動物 園 水 族 館 協会 

令 和 3 年 度 関東 東北 ・ 北 海道 ブロ ッ ク 水 族 館 技術 者 研修 会 

「 コ ロナ 褐 に お ける サマ ー ス クー ル の 運営 に つい て 」 発表 者 : 村 上 社員 
12/18 ~ 1731 特別 展示 「2022 年 干支 の 生き 物 ~ 海 の 寅 ( ト ラ ) た ち <」 開 催 


12/25 ~ 29、1/4 て 6 ウィ ンタ ー ス クー ル 8 回 実施 (268 名 ) 


12/25 ~ 173 冬 の ナイ ト ア ド ベ ンチ ャ ー 10 回 実施 (767 名 ) 


179 鴨川 市 成人 式 (214 名 ) 


輸 川 市 
成人 式 


2/26、27、3/5、6、12、13 まる ご と ふれ あい プラ ン 6 回 実施 (122 名 ) 


3/25、28 ~ 4/3 スプ リン グ ス ク ー ル 2022 8 回 実施 (261 名 ) 


3/25 ~ 4/3、9、16、23 春の ナイ ト ア ド ベ ンチ ャ ー 13 回 実施 (521 名 ) 


@ 本 紙 の 一 部 また は 全部 を 許可 な く 転 載 、 複 製 す る こと は 著作 権 法 で 禁止 され て いま す 。 


鴨川 シー ワー ルド 


民 Smogawat 
SAWOBi 


〒296-0041 千葉 県 鴨川 市 東町 1464-18 
TEL:04-7093-4803 FAX:04-7093-4829 


表紙 写真 : 二 ホン イシ ガメ 


https://www.kamogawa-seaworld.jp/ 
鴨川 シー ワー ルド は 、 グ ラン ビス タ ホテ ル & リゾ ー ト が 運営 する 施設 で す 。 


